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1 はじめに

コミュニケーションの場において対話関係は流動的に変化し

ていき,その結果様々な雰囲気が存在する.対話関係の変化やそ

の場に現れる特徴量を観測し,提示することにより,その場に介

在しない第三者でもそのコミュニケーションの場を理解するこ

とが可能になると考える.

先行研究ではそのような特徴量を把握するために運用できる

フレームワークが提案された [1]. このフレームワークではコ

ミュニケーションの場で直接観測できる発話や身体動作, それ

らによって醸し出される，観察のすることができない雰囲気が

コミュニケーション場を特徴付けるとされている. ３要素の変

化コミュニケーション変化して行くと考えられている [2].本稿

では発話に着目し, 発話中の音声情報と言語情報から発話意図

を符号化する手法の提案する.

対象とするコミュニケーション場はゼミやディスカッション

の様な, お互いの立場を明確にして説明や意見交換を行う場と

する.このような場の発話意図を符号化することで，その場のコ

ミュニケーションの流れを目で見えるようにすることができ，

コミュニケーションの理解に寄与することができると考える．

2 コミュニケーション場の符号化

本稿で提案するコミュニケーション場の符号化手順は以下の

通りである．手順 3では文の先頭の形態素を文頭句，文の最後

の形態素を文末句として，それぞれの形態素から分かる言語情

報と音声情報で符号化を行う. また，文頭句では言語情報を，

文末句では言語情報と音声情報両方を使用する．

1. 場で発言された内容の書き起こし及び発話時間の記録

2. 書き起こした内容の形態素解析及び音声情報取得

3. 解析又は取得されたものに対して本手法の適用

利用する言語情報は，発話内容を書き起こしたものから利用

できる情報のことを指す．会話の始めから順に書き起こしを行

うので，発話の順番なども言語情報から得ることができるもの

として扱う．また，主に使用するのは形態素解析の結果得られ

た品詞情報やその活用形で，これらを利用することで発話の意

図を推測することができる [2]．本手法はその中でも接続詞と

助詞に文を説明する機能があると考えて，活用をしている．接

続詞は後文が前文に対して持っている意味的関係を予告する機

能を持つとされている．この機能はは前文と後文の発話者が変

わっても同じであると考えられるので，文頭に接続詞がくるこ
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とにより，前の発話者に対しての態度を示すものであると考え

る．助詞には語の関係構成や文の成立に大きく寄与するという

ことが分かっている．その中でも終助詞はそれが所属する文に

対して意味的関係を持っている．この終助詞を手法に取り入れ

ることで，文の意図を汲み取ることができると考える．接続詞

と終助詞以外にも文の意図を表す語句の研究は進められてお

り，それらの知見も手法の中には取り入れている [3]．

利用する音声情報は言葉の基本周波数，特に終助詞のイント

ネーションを指す．言葉の基本周波数に関連する研究は数多く

されており，その中にはイントネーションやアクセントの推測

やそれらの変化による受け手の印象の変化の研究なども含まれ

ている．本手法では基本周波数を用いて文末に現れる上昇句調

や下降句調と言った文末句調の違いによる会話の TurnTaking

を研究したものに注目し,手法の中に取り入れている [4].

上記の要素を組み合わせて本稿で提案する符号化手法が表 1

である.

表 1 符号化の方法

表 1では，横に会話の符号を，縦に会話中の要素を配置して

いる．符号化する際には，縦の符号名に対してその符号の成立

に必要な要素を横にして，必要な要素にチェックマークが入っ

ているかどうかを確認すればよい．そのチェックされた場所に

全て当てはまるならば，その符号名を付けることが出来る．受

容と拒絶に関しては、接続詞以外にも肯定の意図を含む “うん”

や “はい”，拒絶の意図を含む “いいえ”といった誰が読んでも

意図を読み取れると考える場合も符号を付与できるとする．発
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話継続の符号は前発話と次発話が同じであればつけることが出

来るが，それ以外にも発話の間に受容である “うん”や “はい”

といった相づち等の文頭のみで判断できる符号しか入っていな

い場合も発話継続の符号を付けることが出来る．

3 実データでの符号化手法検証

提案した手法で符号化した会話をコーパスによってその妥当

性を検証する. 今回使用するコーパスには同立場の３人による

会話が収録されている [5]. 本手法が目指す適用場はゼミやディ

スカッションと言った意見交換の場なので, コーパスからその

ような場面を抜き出し適用した．

3.1 適用例

以下ではコーパス中のいくつかの発話例をもとに, どのよう

に符号化を行っているのかの説明する.

この場合は,B の発話の文頭部が “もう” になる. これは品詞

が副詞になるため,今回のモデルでは不明と符号化される.また

Bの発話の文末部は “ね”になる.これは品詞は助詞,その活用

形が終助詞となるため,イントネーションでの判断を行う.この

ときのイントネーションは下降型なため, この会話の符号は文

頭部 “不明”文末部 “言及”となる.また,Aの発話は “うん”の

応答のみである.そのため,これは文頭部と考え,明らかな肯定

なので,“受容”と符号を付けることができる.また,文末部は存

在しないため,“-” が入る. そのため, 符号の構成としては以下

のようになる.

発話内容 符号名 　

↘
B: もういえないもんね B: 不明 言及

A: うん A: 受容 -

3.2 時系列での変化

本手法によりコミュニケーション場内で行われた会話を記述

し,それを先行研究のフレームワークに組み込むことで,発話か

ら読み取れことができる場の変化を示す．

表 2 発話から見られる特徴的変化

話者 発話意図 時間 [sec]

文頭 文末 前発話からの経過時間 発話時間

B 不明 示唆 0.36 2.44

C 受容 - 0.34 0.63

A 受容 - -0.58 1.04

B 受容 - -0.65 0.22

C 受容 - 1.52 0.34

B 不明 不明 0.14 0.98

C 転換 言及 0.08 1.16

B 受容 - -0.08 0.36

C 発話継続 不明 0.70 0.895

表 2は話が一度止まり,その後再び会話が始まり,Cが説明を

行う様子を示す時系列データである．この時系列データから読

み取ることが出来るのは，会話の中でどのような意図を持った

発話がされているかである．この会話では，始めから中頃にか

けて B の発話に対して A と C が “受容” の反応を示したのが

分かる．話が止まり, 話題を変えるために C が “転換” の意図

を示し,少し他と比べると長く発話しそれに対して Bが “受容”

の反応を示し,それを受けて Cが “発話継続”の意図を示した．

これら一連の流れから, 一度は会話が全員が受容する形で終了

し,その後新しい話題を Cが提示し Bがその話題を受け止めた

ことで話が新しく進むという, コミュニケーションの形が見い

だせる．

4 結言

今後この符号化手法を厳密にすることで, 会話の流れがどの

ようなものかを時系列で表すことができるようになり，コミュ

ニケーションの変化を容易に把握することが可能になると考え

る. また, これを前述したコミュニケーションのフレームワー

クに組み込むことで, 対話時の音声特徴と言語情報以外にも身

体動作や雰囲気といったを要素を含めたコミュニケーション全

体の時系列データを記述することが出来るようになり，会話中

にどのような要素を含んだことを行えば今より活発な会話に

なるのか，話題内容が変わっていくのか，そういったコミュニ

ケーション変化を引き起こす要因のを知るための手がかりを

導くことができるようになると考える. 本稿では記述する方法

を示したが, それが実際の場においてどのくらいの精度を示す

のかを検証を行っていない．その検証を今後行っていく予定で

ある．
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